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－№14688（2024.10.28） 

 
 

使用済み食用油由来のバイオパラキシレンを 

使用したペットボトルを世界で初めて※２商品に導入 
 

― ＥＮＥＯＳ、三菱商事等の業界を超えた連携により 

グローバルサプライチェーンを構築 ― 

 

サントリーグループは、使用済み食用油（廃食油）由来のパラキシレン（以下、

バイオパラキシレン）を用いて製造※１したペットボトルを、一部商品に１１月以降

順次導入します。バイオパラキシレンで製造されたペットボトルは、従来の化石由

来原料から製造したペットボトルに比べて大幅なＣＯ２排出量削減に貢献できるもの

で、商品への導入は世界初※２です。今回の当社商品への導入は飲料用ペットボトル

約４,５００万本分※３にあたり、今後も拡大に向けて検討を進めていきます。 

※１ マスバランス方式。特性の異なる原料が混合される場合に、ある特性を持つ原料の投入量

に応じて生産する製品の一部にその特性を割り当てる手法。 

※２ ２０２４年１０月２８日（月）時点。ＥＮＥＯＳ（株）、三菱商事（株）調べ。 

※３ ２８０ml、２８５ml ペットボトル 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この高解像度画像は https://www.suntory.co.jp/news/index.html に掲載しています。 

 

ペットボトルの原料であるＰＥＴ樹脂は、３０％が「モノエチレングリコール」、

残り７０％は「テレフタル酸」（前駆体が「パラキシレン」）で構成されています。
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モノエチレングリコールについては、その原料を植物由来素材※４とし２０１３年

より「サントリー天然水」ブランドのペットボトルに導入開始するなど、かねてより

バイオ化に取り組んできました。今回は、より多くの割合を占めるテレフタル酸

（パラキシレン）について、使用済み食用油（バイオマス資源）由来とし、実用化

することに成功しました。 

※４ 原料はフードチェーンに影響を与えない廃糖蜜由来の素材を使用 
 

実現にあたっては、ＥＮＥＯＳ（株）・三菱商事（株）等との連携により、使用

済み食用油由来のバイオナフサを調達し最終的にペットボトルとして製造するグロー

バルなサプライチェーンを構築しました。バイオナフサは持続可能な航空燃料 

（ＳＡＦ）の製造過程で連産品として製造されるため、今後、拡大が見込まれる

ＳＡＦ製造に伴い、バイオナフサのサプライチェーンの整備の重要性も増しています。

ステークホルダーとの協力のもと、バイオマス資源由来のペットボトルの量産化に

向けたさらなる体制の構築を目指していきます。 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この高解像度画像は https://www.suntory.co.jp/news/index.html に掲載しています。 

 

〈各社の役割分担〉 

三菱商事（株） サプライチェーン全体をマネジメント 

ＮＥＳＴＥ 使用済み食用油からバイオナフサを製造 

三井化学（株） バイオナフサから、バイオパラキシレンへの中間原料を製造 

ＥＮＥＯＳ（株） 同中間原料からバイオパラキシレンをマスバランス方式で製造 

Indorama Ventures 
バイオパラキシレンを基にテレフタル酸を製造し、モノエチレング

リコールと反応させることでＰＥＴ樹脂を製造 

岩谷産業（株） ＰＥＴ樹脂の製造から納品までの運用マネジメント 

サントリーグループ ＰＥＴ樹脂をペットボトルとして成型し、自社商品容器として使用 
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サントリーホールディングス（株）では、２０２３年９月にＥＮＥＯＳ（株）

と国内での使用済み食用油の回収についても協業を発表しています。ＥＮＥＯＳ

（株）が２０２７年以降に稼働開始を予定しているＳＡＦプラントでの製造と連動

し、同時に得られるバイオナフサからペットボトルを製造のうえ製品等の容器として

活用することを検討しています（ニュースリリース No.14454 参照）。 

 

サントリーグループは、自然と水の恵みに生かされる企業として、「人と自然と

響きあい、豊かな生活文化を創造し、『人間の生命（いのち）の輝き』をめざす。」

をパーパスとし、創業以来、持続可能な社会の実現を目指してきました。 

ペットボトルに関しては、２０１９年に策定した「プラスチック基本方針」に

基づき、２０３０年までにグローバルで使用するすべてのペットボトルをリサイクル

素材あるいは植物由来素材等１００％に切り替え、化石由来原料の新規使用をゼロ

にすることを目指しています。達成に向けては、グループ独自の「２Ｒ＋Ｂ

（Reduce・Recycle ＋ Bio）戦略」のもと、約２０年前からペットボトル・キャップ・

ラベルなどの軽量化に取り組むとともに、「ボトルｔｏボトル」水平リサイクル※５

の取り組みを展開し、これまでに１００を超える自治体・４０を超える事業会社

との協定締結や、当社商品への積極導入を進めてきました。２０２３年実績では、

２本に１本以上※６で１００％リサイクルペットボトルを導入しています。これからも

循環型かつ脱炭素社会の実現に向け、さまざまな取り組みに積極的に挑戦して 

いきます。 

※５ 使用済みペットボトルをリサイクルして、新しいペットボトルに再生すること 

※６ 国内清涼飲料事業において、本数ベース 

 

 

 

以  上 

https://www.suntory.co.jp/news/article/14454.html

